








































 
 
 
 
 
 

トップニュース：北陸３日間連続シンポジウム開催！！ 
えちぜん鉄道が全線運行再開を果たしました。大変喜ぶべきことですが、これは福井にとっていわば一里

塚。鉄道・バスなどの公共交通をどう再構築していくか、そしてそれを活かして持続可能なまちづくりをど

う展開していけるかが、実は福井の中長期の課題であり、今、そのための最初の判断を求められているのが

現状です。 

そんな中、11月22日から24日までの3日間、“北陸3日間連続シンポジウム”の開催が企画されました。

11 月 22 日は中部地区路面電車サミットat 万葉線『人がまん中まちづくり』が高岡市の国立高岡短期大学

にて、23 日は『鉄道まちづくりシンポジウム：地方鉄道そこが聞きたい！これが言いたい！』が勝山市市

民ホールにて、そして24日にはわれらがＲＯＢＡの会のまちづくり進歩ジウム『つないで活きる電車・バ

ス～「のりのりマップ」から見えてくる福井の公共交通とまちづくり～』が福井市のフェニックスプラザ小

ホールにて開催となりますが、既に全国的に注目を集めはじめているようで、今から開催が楽しみです。一

角を占めるＲＯＢＡの会のまちづくり進歩ジウム、是非成功させるとともに、福井での問題への取り組みの

ヒントにしたいものですね。                            （文：清水） 

 

9 月27日 県都市計画説明会（福井） 
9 月27日 丹南市民自治研究センター事業 

「電車でＧＯ」フォーラム 
9 月29日 秋色のまちめぐり・風流塾との打合せ 
10月 4日・5日 風流塾共同「秋色のまちめぐり」 
10月 4日 イベント輸送調査 
10月 8日 まちづくり懇談会第十三回 
10月11日・12日 風流塾共同「秋色のまちめぐり」 
10月11日・12日 「コラボしよう！２００３」 
10月13日 アルナ遠山氏を招いてのLRV勉強会 
10月14日 10月作業部会・シンポジウム作業部会 
10月16日 全国都市再生調査・県打合せ 
10月 随時   のりつぎ調査隊実施 
10月24日（金） 10月例会 

 

10月25日（土） のりつぎ調査隊ワークショップ 
11月 １日（土）ワークショップまとめ作業部会 
11月 １日（土）ＲＯＢＡ勉強会（川上先生） 
11月 随時   シンポジウム作業部会 
11月18日（火）11月作業部会・シンポジウム準備 
11月22日（土）中部地区路面電車サミット参加 
11月23日（日）鉄道まちづくりシンポジウム参加 
11月24日（月）まちづくり進歩ジウム『つないで活

きる電車・バス』～「のりのりマップ」から見え

てくる福井の公共交通とまちづくり～開催 
11月28日（金）11月例会 
11月 随時  全国都市再生調査打合せ 
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都市は何のためにあるのか、都市計画とは何のためにするのか。そうした根本まで立ち返り、日本の

都市計画を批判的に見たのがこの書である。上記の編者以外の著者として、伊藤滋、原科幸彦等都市計

画の重鎮も含まれているが、過度に自動車に依存した都市形態を批判する考えは我々と共通である。 

 この本は路面電車推進を目的に書かれた本ではない。しかし、路面電車推進運動を行う者に対して、

ちょっとした路面電車啓蒙書よりはるかに力を与えてくれる良書である。縦割りの役人が自らに責任が

降りかからないことだけを考えたらどうなるか。都市は曖昧な空間や深みをなくしてしまう。行政マン

である反省を込めて読むことができた。                    （文・美濃部） 

  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

10月25日 のりつぎ調査隊ワークショップ 
10月25日 秋色の街めぐりまとめ（風流塾共同） 
11月 １日 ワークショップまとめ作業部会 
11月 １日 ＲＯＢＡ勉強会（川上先生） 
11月 ４・７・10・11・17・18・23日 

 シンポジウム作業部会 
11月13日 第14回まちづくり懇談会 
11月18日 11月作業部会 
11月22日 中部地区路面電車サミット（高岡）参加 
11月23日 勝山･鉄道まちづくりシンポジウム参加 
11月23日 ROBA進歩ジウム前夜祭レセプション 
11月24日 まちづくり進歩ジウム『つないで活きる

電車・バス』～「のりのりマップ」から見えてく

る福井の公共交通とまちづくり～開催 

 

11月28日（金）11月例会 
12月 ４日（木） 第15回まちづくり懇談会 
12月16日（火）12月作業部会 
12月26日（金）12月例会 
12月 随時  全国都市再生モデル調査打合せ 
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トップニュース：ＲＯＢＡ提案の全国都市再生モデル調査が採択！！ 

内閣官房都市再生本部が募集していた「全国都市再生モデル調査」に、ＲＯＢＡが応募していた「えち

ぜん鉄道を核とした公共交通の活性化によるまちづくり調査」が９月２２日に採択されました。公共交通

をテーマとした、ＲＡＣＤＡ，金沢市、富山市などとともに、６４４件の応募のうちから選定された提案

１７１件に入ることができました。 
その内容は、まず、まちづくりＮＰＯなどの協力を得て、マップＤＥのりつぎ調査隊により、公共交通

の乗り継ぎの実態を調査する。生活交通ビジョンの実現に向けて、理解しやすくて判断しやすい交通施策

イメージを作成し、利用者の立場から公共交通政策の提案を行う。さらに、提案をもとにパネルセッショ

ンや地域キャラバン等により、まちづくりグループなどとの意見交換を行い、将来像をまとめる。これに

よって、県市の住民の理解促進、合意形成が進められ、まちづくりにあわせて地域公共交通が効率的に再

構成され、都市再生が進められると考えています。 
これまで以上に市民活動への期待は高まっています。皆さん、がんばって、かつ楽しみながら調査して

いきましょう。詳細は順次お知らせしますが、１１月２４日のこのシンポジウムもその一環としてやって

いますので、皆さんまずはシンポジウムの参加から。                （文／林 博） 
 

路面電車ルネッサンス 
宇都宮浄人 著 

新潮新書（新潮社）６８０円＋税 
 
 これまでいろいろな書評を書いてきた。世界の路面電車の動向、経済性、街づくり、信用乗車そうし

たいろいろな問題をこのコンパクトで安価な本に集約したのは画期的と言えよう。 
 著者は日銀職員であり、経済には詳しいと思われるが、広い範囲にわたって路面電車のことを調べて

おり、かつこの種の本の中では非常に理解しやすい。出張の飛行機の１時間で一気に読むことができた。

         （文・美濃部） 

ゆうじんの部屋 書籍紹介 



 
 
 
 
 
 

トップニュース：北陸初のＬＲＶが万葉線に登場！ 

 
去る１２月１２日に富山県の高岡市・新湊市を走る万葉線に新型ＬＲＶが入線、１４日には日中に米島車庫と

高岡駅前の間を試運転、大勢の人が沿線でカメラを構えるなど、市民のＬＲＶへの関心の高さを示しました。 
 
このＬＲＶ、新潟トランシス製で岡山のＭＯＭＯの姉妹車。北陸初のＬＲＶで、４年間でＬＲＶが６編成が導

入される予定ですが、その時点で日中の全てがＬＲＶによる運行になり、万葉線は実質的にＬＲＴになります。 
今後の北陸新幹線の新高岡駅建設にからみ、万葉線車両の城端線への乗り入れも、高岡市長や万葉線㈱の社長

が当たり前と言うかのごとくに触れており、今後の万葉線を核とした公共交通の再編・ＬＲＴ化推進の取り組み

が気になるところです。富山県ではさらに富山港線の取り組みも続いており、日本にも、それも北陸で、ＬＲＴ

というものが現実に出現しようとしています。 
 
一方で福井もＬＲＴのシステム導入の適地として全国から注目を集めている場所。この地の議論が、あるべき交

通やまちづくりの姿を追求するという構図ではないだけに、高岡や富山と比べてＬＲＶ・ＬＲＴの導入は難しい

には違いありませんが、やはりこの絶好のロケーションを活かしていきたいものですね。    （文・清水） 
 

 

11月28日 11月例会 
12月 ４日 第15回まちづくり懇談会 
12月12日 都市再生モデル部会 
12月16日 12月作業部会・都市再生モデル部会 
12月17日 都市再生モデル部会 
12月26日 12月例会・都市再生モデル部会 
12月26日 ＲＯＢＡ忘年会 

 

平成16年 
１月 ６日（火）都市再生モデル部会 
１月 ８日（木）第16回まちづくり懇談会 
１月13日（火）１月作業部会・都市再生モデル部会 
１月15日（木）都市再生モデルアドバイザー会議 
１月20日（火）都市再生モデル部会 
１月23日（金）１月例会・都市再生モデル部会 
１月27日（火）都市再生モデル部会 
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トップニュース：ＬＲＴの新たな動き＝進む意識変革 
このところ、国内でＬＲＴに関する顕著な動きがいくつも報告されるようになってきました。そのいくつかを

ご紹介すると・・・・・ 
まず富山市のＪＲ富山港線のニュースに関連。森富山市長が欧州のＬＲＴを視察するそうです。平成１８年度

の富山港線ＬＲＴ化開業がメニューにのぼっており、市に推進室をつくり、６月議会では導入車両の概要を決め

るそうですが、それに先立ち、５月に「市長自ら」参加してドイツ・フランスに車両や交通体系のあり方につい

ての視察を行うとのことです。これは結構画期的なことで、このところ公共交通とまちづくりを掲げていくつも

の市民団体が設立されている状況も含め、「何か」が行政や市民の意識を変えつつある様子を伝えているものと思

います。富山港線ＬＲＴ化にはＪＲも現物出資で参加する可能性を示唆しており、このプロジェクトの今後が注

目されます。 
次に、熊本市と熊本電鉄の話題。まず熊本電鉄が改軌・延長して車両を全てＬＲＶに切り替え、熊本市電の路

線に熊本駅まで乗り入れるそうです。熊本電鉄もやはり地方鉄道としての問題を抱えていたのですが、廃止では

なく、ＬＲＴとして再生・活用することを「地域」が選択したようです。熊本電鉄は中心市街地の北端の藤崎宮

にターミナルを抱えていますが、市電の電停までは距離があり、現在、乗客は歩いて中心部にアクセスしていま

す。それが改軌・延長でレールがつながり、中心市街地の各電停まで直接行けるようになります。 
 そしてほぼ同時期に報道されたのが熊本市電の延伸です。市電の東の末端部の近くに市の動植物園が有るので

すが、そこにサイドリザベーションで延伸して市所有の駐車場でパークアンドライドを実施するというものです。 
 熊本市は日本で最初にＬＲＶを導入した都市。その他にも熊本市電には「日本初」というのがいくつもあり、

それらは行政・市民がともに高い意識を持って積極的に勉強している結果のようです。また、そうしてＬＲＶを

導入したことで行政も事業者も市民もさらに意識変革が進んでいるようで、このところの新規計画の発表はその

結果のようです。昨年には熊本市内の４バス事業者間の路線再編を含む需給調整をも発表しています。 
 この、一定の地域において「何か」が行政・事業者・市民の意識変革を進めて行く様子は目を見張るものがあ

ります。この「何か」を福井でも一つ、都市再生モデル提案を機に打ち出して行きたいものです。 （文：清水） 
 

 

１月 ６日 都市再生モデル部会 
１月 ８日 第16回まちづくり懇談会 
１月13日 １月作業部会・都市再生モデル部会 
１月14日 都市再生モデル部会（臨時） 
１月15日 都市再生モデルアドバイザー会議 
１月20日 都市再生モデル部会 
１月23日 １月例会・都市再生モデル部会 

 

 

１月25日（日）北陸交通まちづくりＮＰＯ交流会 
         ＆ＬＲＶ試乗会（in高岡新湊） 
１月27日（火）都市再生モデル部会 
１月29日（木）新人福井市議との勉強会・懇談会 
２月 ３日（火）都市再生モデル部会 
２月 ４日（水）勝山市電車利用促進会議との 

意見交換会 
２月 ５日（金）第17回まちづくり懇談会 
２月10日（火）都市再生モデル部会 
２月17日（火）２月作業部会・都市再生モデル部会 
２月24日（火）都市再生モデル部会 
２月27日（金）２月例会・都市再生モデル部会 
２月 ？日（？）松岡町まちづくりグループとの 

意見交換会 
２月 ？日（？）美山町まちづくりグループとの 
                 意見交換会 
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トップニュース：各地市民団体との意見交換会始まる！ 
去る 2 月 4 日、勝山市民会館にて勝山市電車利用促進会議の方々と意見交換会を行いました。これ

がえち鉄サポート団体との始めての意見交換会。始めはなかなかスムーズな議論とはならなかったも

のの、後半、ROBA 側から配った資料が媒体となって議論が活発化、短すぎる時間に歯がゆさを感じる

意見交換会となりました。続いて 2月 7日に美山町のみやま未来塾の皆さんと、2月 15 日には松岡町

の皆さんとの間で意見交換会を実施、都市再生モデル提案の活動がいよいよ佳境に入ってきました。

今後、各団体とは 2 回目、3 回目と回を重ねて議論を続けていきたいと考えています。また、この 3

地域だけではなく、今後各地に出かけて『ＲＯＢＡコラボ』をどんどん開催していく予定です。      

（文：清水） 

 
１月 27日 都市再生モデル部会 
１月 29日 新人福井市議との勉強会・懇談会 
２月 ３日 都市再生モデル部会 
２月 ４日 勝山市電車利用促進会議との意見交

換会  
２月 ５日 第 17回まちづくり懇談会 
２月 ７日 美山町まちづくりグループとの意見

交換会 
２月 10日 都市再生モデル部会 
２月 15日 松岡町まちづくりグループとの意 
      見交換会 
２月 17日 ２月作業部会・都市再生モデル部会 
２月 24日 都市再生モデル部会 
２月 27日 ２月例会・都市再生モデル部会 

 
３月 ２日（火） 都市再生モデル部会 
３月 ４日（木） 第 18回まちづくり懇談会 
３月 ６日（土） ROBAワークショップ in美山みらく

る亭 
３月 ９日（火） 都市再生モデル部会 
３月 13日（土） 住みたくなるまちづくりワークシッ 
        プ参加 
３月 16日（火） ２月作業部会・都市再生モデル部会 
３月 22日（月） 都市再生第 2回アドバイザー会議 
３月 23日（火） 都市再生モデル部会 
３月 26日（金） ２月例会・都市再生モデル部会 
３月 27日（土） あじさいロータリー倶楽部談話会 
                    （内田） 
３月 30日（火） 都市再生モデル部会 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

門田 恵実（もんだ めぐみ☆１９８２）  
                       

はじめまして。福井県立大学に通っています、門田恵実です。現在、学業の傍

ら就職活動をし、まちなかＮＰＯや＠（学生イベントサークル）に在籍しております。

私は特別電車に詳しいというわけではありませんが…福井の路面電車は大好きで

す！ 
                     今はいろいろな新しいことをして、見聞を広めたいと思っています。なにかあったら

教えていただけるとうれしいです☆また、学生ならではのお力を貸すこともできると思

います。ぜひ見かけたら一声かけてください（＊＾－＾＊） 
  

会員の広場 
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トップニュース：「ばすでんしゃねっとふくい」発進！ 
福井県が福井県バス協会に委託して、県内のすべての公共交通時刻表を網羅したホームページを作成、このたび

アップしました。正式には４月１日からの運用となります。施設アクセス情報も入り、全国的に見ても豪華版の

部類に入るホームページになったと思います。その名も「ばすでんしゃねっとふくい」。作成にはＲＯＢＡの会も

協力しました。「ふくいのりのりマップ」に続き、またひとつ福井に公共交通利用促進の情報提供が始まります。

皆様、是非ご利用ください。                              （文：清水） 

福井県バス協会ホームページ「ばすでんしゃねっとふくい」  http://www3.ocn.ne.jp/~fba/    

 

 

３月 ２日 都市再生モデル部会 

３月 ４日 第18回まちづくり懇談会 

３月 ６日 ROBAワークショップ 

in美山みらくる亭 

３月 ９日 都市再生モデル部会 

３月12日 都市再生モデル調査報告書仮納品 

３月13日 住みたくなるまちづくり 

ワークショップ参加 

３月16日 ３月作業部会・都市再生モデル部会 

３月22日 都市再生第2回アドバイザー会議 

３月26日 ３月例会・都市再生モデル部会 

 

３月27日（土） 丹南自治研究会との意見交換会 

３月28日（日） NPOボランティアフォーラム参加 

３月30日（火） 都市再生モデル部会 

４月 ６日（火） 都市再生モデル部会 

４月 ８日（木） 第19回まちづくり懇談会 

４月13日（火） ４月作業部会・都市再生モデル部会

４月18日（日） 北陸3県交通まちづくりNPO 

交流会in高岡 

４月20日（火） 都市再生モデル部会 

４月23日（金） ４月例会・都市再生モデル部会 

４月27日（火） 都市再生モデル部会 

４月30日（金） 都市再生モデル調査報告書納品 

総会の予定・5月16日（日） 

   本田 豊氏 講演予定／詳細は次号で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市をつくった巨匠たち－シティプランナーの横顔－ 
監修 新谷洋二／越澤明 編集 都市みらい推進機構 
出版 ぎょうせい 定価 ３，３３３円＋税 
ISBN4-324-07095-4 

 
都市計画が専門の私でも、都市計画家と建築家のどちらを多く知っているかと問われれば、建築家と

答えざるを得ないほど、個人の業績として語られる都市計画は少ない。また、道路、公園、下水道等の

配置や建物の制限をいくら完璧に設計したところで、そこに住む人、経済情勢等に合っていなければい

い町はできない。 
 この本にでてくる内外の都市計画家は、デザイナーではなく、その時代の思想家であったり法律家で

あったり、平易な言葉で言うと経営センスのある人であろう。それは今の都市でも同じであるが、各時

代に活躍した都市計画家たちが、その時代の要請にどう応えたか、今一度問い直して、今の時代をみつ

め直してみよう。 
 この本は、それを通じた歴史法則や空間設計のあり方の教科書ではない。そのため、少し退屈である

が、過去の事例から自らの都市計画論を構築する意欲のある人にはおすすめである。   
                                      （文・美濃部） 
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トップニュース：北陸の仲間が一堂に！ 交流会開催 

去る 4月 18日、富山県高岡市の高岡ステーションビル３
階ホールにおいて、北陸の交通とまちづくりの活動を行っ

ている市民団体が一堂に会する初の交流会が開催されまし

た。これは以前より「明日の金沢の交通を考える市民会議」

の皆さんから呼びかけがあり、今回、「路面電車と都市の未

来を考える会・高岡（ＲＡＣＤＡ高岡）」の総会、兼、記念

誌（万葉線とＲＡＣＤＡ高岡５年間の軌跡）発刊パーティ

ーに併せて開催されたものです。 
当日は前述の２団体と「ＲＯＢＡの会」の他、「岐阜未来

研究団」、「とやま公共交通しみん応援団」、「金沢・ＬＲＴ

と暮らしを考える会」、「のとエア・レール２１」、「太田川

流域鉄道再生協会（太田川鉄道株式会社）」、「富山県交通政策研究グループ」が参加。ゲストとして、岡山の

「路面電車と都市の未来を考える会（ＲＡＣＤＡ）」の岡将男会長も姿を見せ、記念誌の発刊を祝うとともに、

初めて北陸３県の交通・まちづくりＮＰＯが一堂に会し、今後の交流を確認しあう場となりました。交流会に

先立って行われた京都大学大学院助教授の中川大先生の講演では、万葉線が存続を決めるに至った「決め手」

となった事柄、今後の提案で注意すべき点等について触れられ、現に鉄道の存廃問題に直面している団体等、

参加者が皆真剣に聞き入り、メモをとっていました。北陸地方では今後３県にまたがる新幹線の並行在来線問

題が出てくるだけに、案外、今回の交流会が後に重要な意味を持つことになるかも知れません。とにかく有意

義な交流会となりました。                          （文：清水） 
 
 
 
 
 
 
 

 
３月 28日 NPOボランティアフォーラム参加 
３月 30日 都市再生モデル部会 
４月 ６日 都市再生モデル部会 
４月 ８日 第 19回まちづくり懇談会 
４月 13日 4月作業部会・都市再生モデル部会 
４月 18日 北陸 3県交通まちづくり NPO 

交流会 in高岡 
４月 21日 幹事会 
４月 23日 4月例会・都市再生モデル部会 
４月 27日都市再生モデル部会 

 
５月 10日（月） 都市再生モデル調査報告書納品 
５月 13日（木） 第 20回まちづくり懇談会 
５月 14日（金） 福井県立大学ＲＯＢＡの会講義 
５月 16日（日） ＲＯＢＡの会 3周年記念講演 

講師：本田豊氏 
ＲＯＢＡの会第 4回定例総会 

５月 18日（火） 5月作業部会 
５月 28日（金） 5月例会 
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トップニュース：がんばれ岐阜！路面電車ネットワーク総会を岐阜で開催 
存続か廃止か――６月中にその存否が決定されることになっている岐阜の名鉄岐阜市内線・揖斐線・美濃町線。

去る５月１２日、全国路面電車ネットワークの岡将男会長が岐阜市長を訪問され、対談の結果、市長は存続に前

向きであるとの印象をうけたそうです。しかし、資産の譲受譲渡や、経営主体の問題など課題が多いため、これ

からの１ケ月間の取組みが存否をきめると判断されています。 

そんな中、来る５月２２日、岐阜市において全国路面電車ネットワーク総会が開催されます。これは電車存続

の取り組みの中で、決定的な役割を担うことになります。当日、スケジュールの空いている方は是非岐阜に行っ

て岐阜の皆さんの応援をしてあげてください。集合場所は、新岐阜駅電停向かい、スターバックス店前。集合時

間は１３．００です。 それから、カンパの募集も始まっています。岐阜の路面電車を守るために、そして全国

の地方鉄道を守る道筋をつけるために、是非、私たちも応援しましょう。           （文：清水） 
      「路面電車のホントを訴える」カンパ： 
          加入者名 『未来をつくる路面電車』を訴える緊急ネットワーク 
          郵便振替口座 ００８２０－１－５９２１７ 
          （加入者住所  岐阜市神田町６－２２－３の３階） 
 

 

４月27日 都市再生モデル部会 
５月 ８日 作業部会 
５月11日 幹事会 
５月13日 第20回まちづくり懇談会 
５月15日 幹事会 

 

 

５月16日（日） ＲＯＢＡの会3周年記念講演 講師：本田豊氏 
ＲＯＢＡの会第4回定例総会 

５月20日（木） 全国都市再生モデル調査最終提出 
５月22日（土） 全国路面電車ネットワーク総会 in岐阜 
５月28日（金） 地域環境研究所助成金受領式 
５月29日（土） 福井市NPO推進議連主催 意見交換会 
６月 ３日（木） 第21回まちづくり懇談会 
        福井県立大学ＲＯＢＡの会講義 
６月 ８日（火） ６月運営会議 
６月25日（金） ６月例会 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

土木学会論文集Ⅳ ２００４－４ NO.758 Ⅳ－６３ 土木学会 

土木学会論文集の中に、「米国のスマート型成長政策の動向：社会資本と地域開発の統合的視点から」

（谷口守、Robert CERVERO）という論文がある。路面電車ファンの殆どは、コンパクトシティを好み、

「歩いて暮らせるまちづくり」を志向するが、人口減少時代で、自動車保有者が多数派の国で実現可能

かどうか。この論文は、その根本問題を考える理論的枠組みを提案しようとしている。 

 本来政治的な問題である、コンパクトシティをめざせるかどうかを理論で解き明かそうとする取り組

みは挑戦的である。私自身は、自動車利用者に社会的費用を払わす経済的規制のみが最適な都市交通政

策と考えているが、それが実現できないとき、セカンドベストの政策を行う必要があり、市民的議論の

重要性を改めて認識させる論文であった。 
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トップニュース：全国で存廃問題！ＲＯＢＡにも各地から協力要請 
このところ、全国各地で鉄道の存廃問題が起きています。上田交通、日立電鉄、くりはら田園鉄道、北海道ち

ほく高原鉄道、のと鉄道、島原鉄道、果ては、名古屋鉄道、南海電鉄、京阪電鉄まで―。京阪電鉄の場合、京都

市と大津市という大都市圏の隣り合う２つの府県庁所在地を結び、その市街地を走る大手私鉄の路線が対象だけ

に驚きます。京福電鉄が２度目の事故を起こして存廃問題がクローズアップされた時、ＲＯＢＡの会は「京福電

鉄の2度の重大事故が露呈したのは全国の地方の鉄道の問題」と指摘しましたが、事態はとうにその段階を超え
てしまいました。こんな時、まず意識を変えなければならないのは沿線住民で、行政だけに任せっ切りには出来

ないということはいろいろな事例を経て次第に認識されてきており、「鉄道を存続させるにはどのような活動が必

要か」について、各地の鉄道沿線の住民団体等からＲＯＢＡの会にも助言を求めてくる動きが顕著になってきて

います。当時、ＲＯＢＡの会は表面に出ない活動も含め、いろいろな活動を経験しました。それが他の地域で活

かされるのなら喜ばしいことですね。さきの総会でも内田会長が、「京福電鉄の存廃問題の時はいろいろな方に助

けてもらった。今度は、求められれば会としてできるだけ協力していきたい。」という話をされています。ＲＯＢ

Ａの会が一番伝えたいのは、「大切なのは存続してからの住民参加による乗るしくみづくり」というところ。ＲＯ

ＢＡの会がその一翼を担って実践し続けるところを、ずっと見ていてもらえれば嬉しいですね。  （文：清水） 
 

 

５月16日 ＲＯＢＡの会3周年記念講演  
講師：本田豊氏 

ＲＯＢＡの会第4回定例総会 
５月22日 全国路面電車ネットワーク総会 in岐阜 
５月29日 福井市NPO推進議連主催意見交換会 
５月31日 福井鉄道福武線活性化検討協議会参加 
６月 ３日 第21回まちづくり懇談会 
      福井県立大学ＲＯＢＡの会講義 
６月 ８日 ６月運営会議 
６月21日 全国都市再生モデル調査最終提出 
６月25日 ６月例会・ＲＯＢＡ勉強会「福鉄活性 

化次の一手 ROBAならどうするワ 
ークショップ」 

 

７月 １日（木） 日立電鉄沿線市民団体来福交流会 
        第３回アドバイザー会議（報告会） 
７月 ８日（木） 第22回まちづくり懇談会 
７月 ９日（金） マップ・バスマップサミット部会 
７月13日（火） 運営会議 
７月17日（土） 中部地区路面電車サミット in岐阜 
７月18日（日） 群馬県公共交通活性化フォーラム 
                参加（林ｈ他） 
７月19日（月） わたらせ渓谷鉄道ワークショップ 
                参加（林ｈ他） 
         
７月23日（金） ７月例会 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

都市計画（社団法人 日本都市計画学会機関紙） 
２５Ａｐｒ．２００４ Ｖｏｌ．５３／Ｎｏ．２ 
ISSN 0495-9280２４８ 日本都市計画の情報発信 

「日本の都市計画は世界にどう見られているのか」、「日本の都市計画が世界にアピールできる点は何

か」これは今月の「都市計画」のテーマである。よく規制の緩さが批判される日本の都市計画であるが、

多用途の混在した魅力ある市街地、鉄道や道路の急速な整備で欧米をはるかに凌ぐ速度での都市化を、

目立ったスラムの形成を見ずに達成できたことは評価されるべきであるが、更なる魅力作りには課題が

多い。短い文章ではあたりまえの結論になるが、多方面から外国人の言葉を借りて書かれるとなるほど

と納得してしまうから不思議である。 
 上に書いたようなことをぼんやりと思っていたが、それを確信できる客観的な意見が欲しいという人

におすすめの書である。                            （文・美濃部）
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トップニュース：全国バスマップサミット in福井開催へ 
昨年、岡山で第１回が開催された「全国バスマップサミット」。今年、第２回目を福井で開催します。昨年

は幹事団体が、岡山、広島、松江、福井の４団体でしたが、今年、さらに岐阜が加わって５団体になる予定

です。昨年４月に「ふくいのりのりマップ」を発行した時、岡山 RACDAの岡さんが「全国の市民団体がマ
ップをつくって、全国どこにもこのマップがあるようになるといい」とおっしゃいましたが、その取り組み

が一歩ずつ広がっていって欲しいものです。今年のサミットでの基調講演はまち歩きからまちづくりを進め

る取り組みの第一人者の村山友宏氏。そのキーワード、「ホジロバ（歩自路バ）交通」もＲＯＢＡの会にぴっ

たり。９月１８日の野学・夜学、１９日の本会議と村山さんのお話がたっぷり聞けるので、今から楽しみで

す。なお、７月の福井豪雨の爪あとはまだまだ消えているわけではなく、被害のひどかった美山や池田、今

立、河和田（鯖江）など、復旧作業が今も続けられている地域があります。私たちはそれを知識や意識の中

にきちんと位置付けて活動をおこなっていくことも忘れてはならないと思います。     （文：清水） 
 

８月 １日 秋色のまちめぐり打合せ（風流塾協同） 
８月 ５日 「ご近所の底力」収録（NHK東京） 
８月 ７日 鉄道まちづくりサミット in常陸太田 
                参加（清水） 
８月 ９日 マップ・バスマップサミット部会 
８月 10日 ８月運営会議 
８月 11日 秋色のまちめぐり打合せ（風流塾協同） 
８月 19日 マップ・バスマップサミット部会 
８月 21日 秋色のまちめぐり三国まち歩き調査 
８月 26日 秋色のまちめぐり勝山まち歩き調査 
８月 27日 ８月例会 ROBA勉強会（田原町結節） 

８月 31日（火）秋色のまちめぐり打合せ（風流塾協同） 
９月 ２日（木）「ご近所の底力」（ROBA出演）放映 
９月 ７日（火）９月運営会議 
９月 ９日（木）第 23回まちづくり懇談会 
９月随時    マップ・バスマップサミット部会 
９月随時   秋色のまちめぐり打合せ（風流塾協同） 
９月 18日（土）秋色のまちめぐりオープニング 
９月 18日（土）全国バスマップサミット in福井 
９月 19日（日）全国バスマップサミット in福井 
９月 24日（金） ９月例会 
 

 

市民のための道路学  
上岡直見著 緑風出版 ２４００円＋税 

 私は上岡直見さんのファンであるから、書評を書くのに不適なのかもしれない。道路中心の土木

政策を変えたいと思いながら、人を説得する武器を持ち得ない人に、格好の武器を与え続けてきた

上岡さんが、またやってくれました。 
 交通問題に対しては、仮定の置きかたによって、鉄道有利自動車有利いろいろな数字が作れてし

まうことを自ら解きながら鉄道有利の数字を作って例示してくれる親切さ、大胆さ。 
 武器を作っていながら、敵の立場の人に対しても同情を忘れないやさしさ。今回は本の内容には

あまり触れませんでしたが、ＲＯＢＡの会員の皆様には絶対おすすめです。 
 私の本の引用もあります。道路の資金制度のことは他にも書いている人がたくさんいるので、本

当は無料駐車場のことを引用してほしかったのだけれども。            （美濃部） 
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トップニュース：今年度最大のイベント無事終了！ 
去る 9月１８日（土）・１９日（日）、第２回全国バスマップサミット in福井が福井大学のアカデミーホー

ルで開催され、市民自らバスマップづくりに取り組む多くの団体・個人が全国各地から福井に集まり、これ

までの成果の発表、ノウハウの交換、議論を行いました。昨年の第１回（岡山）の幹事団体 4団体でしたが、
２回目の今年は２団体増えて岡山、広島、松江、岐阜、仙台、福井の６団体となりました。今年は村山友宏

先生を招き、夜学では「ホジロバ交通（歩行者・自転車・路面電車・バス）と遊歩都市」をテーマに、また、

本会議の記念講演では「街を活性化する街づかいマップ」をテーマに講演を行って頂きました。パネルディ

スカッションでは各団体の報告からたくさんの細かな課題が浮かび上がり、熱い議論が交わされました。参

加は１８日が約３０人、１９日が約１００人と盛況でした。来年は松江で第３回が開催されます。（文：清水） 
 

 

８月 31日 まち色めぐり打合せ（風流塾共同） 
９月 ２日 ご近所の底力」（ROBA出演）放映 
９月 ５日 田原町直通検討会議準備 
９月 ７日 田原町直通検討会議  
９月 ７日 ９月運営会議 
９月 ８日 まち色めぐり打合せ（風流塾共同） 
９月 ９日 第 23回まちづくり懇談会 
９月 12日 マップ・バスマップサミット部会 

 まち色めぐり打合せ（風流塾共同） 
９月 18日 まち色めぐりオープニング 
９月 18日 全国バスマップサミット in福井 
９月 19日 全国バスマップサミット in福井 

 
 
９月 24日（金）９月臨時運営会議 
10月 ９日（土）ＮＰＯフォーラム参加 
10月 10日（日）ＮＰＯフォーラム参加 
10月 12日（火）10月運営会議 
10月 14日（木）第 24回まちづくり懇談会 
10月随時 まち色めぐりツアー（風流塾共同） 
10月 22日（金）10月例会 
10月 22日（金）全国路面電車サミット in高知参加 
10月 23日（土）全国路面電車サミット in高知参加 
10月 24日（日）全国路面電車サミット in高知参加 

 

―１― 

「レンタサイクルでちょっと遠出」 
 えちぜん鉄道サポート団体「ぷらっ

と・ふくい」主催の写真コンテストで 
最優秀賞をいただきました。今回は家

族がテーマということで、友人家族に

モデルになっていただきました。 
 近いうちに祝賀パーテｲ―を開く予

定です。祝賀パレードはありません。 
カメラはコンタックスＳＴ（銀塩カメ

ラ）レンズは３５ミリＦ２．８です。 
             （林照） 
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トップニュース：福井鉄道ダイヤ改正 

 

大名町交差点にＬＲＶの走る合成写真。いつかは・・・ 

このたび、福井鉄道のダ

イヤが改正されました。目

立つ改正点は、水落、家久、

西武生に新たに急行が止ま

るようになり、準急が廃止

されたこと。それにより田

原町行きの急行が朝一本出

現し、裁判所前にも止まる

ことになりました。同時期

にＪＲのダイヤが改正され

て福井－武生間がほぼ 30
分間隔となりましたので、

福井鉄道として差別化を図

る形となりました。新たに

急行の止まる水落駅には、

同時にパークアンドライド

駐車場が整備されました。

経営環境が厳しいというも

のの、まだまだ変わる余地のある福井鉄道。ＬＲＶ導入も含め、これからの取り組みに大いに期待したいと

思います。                                     （文：清水） 
 
 
 
10月 ９日 ＮＰＯフォーラム参加 
10月 10日 ＮＰＯフォーラム参加 
10月 12日 10月運営会議 
10月 14日 第 24回まちづくり懇談会 
10月 17日 武生まち色めぐりツアー 
10月 22日 全国路面電車サミット in高知参加 
  ～24日 
10月23日 まちづくりフェアROBAゼミナール 
     「まちんなかに住む 5つの魅力」開催 

 
 
10月 24日（日）全国路面電車サミット in高知参加 

［22日（金）～24日（日）］ 
11月 4日（木）まちづくり懇談会オープンセミナー 

「まちなか駐輪場の適正配置と放置

自転車について」 
11月 5日（金）鉄道まちづくり会議交流会参加 
11月 6日（土）鉄道まちづくり会議 in平田参加 
11月 7日（日）マイレールⅡ 三段峡サミット参加 
11月 9日（火）11月運営会議 
11月随時 まち色めぐりツアー（風流塾共同） 
11月 26日（金）11月例会 

－１－ 
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トップニュース：「鉄道を残す」国土交通省鉄道局 
去る１１月６日（土）、第１回鉄道まちづくり会議 in平田が島根県平田市で開催され、全国の鉄道事業者、

鉄道の問題を抱える行政、市民団体、一般市民等が参加しました。この鉄道まちづくり会議は会長を勝山市

の山岸正裕市長が務めておられるため、昨年の鉄道まちづくり会議設立を決めた鉄道まちづくりシンポジウ

ム in勝山と同様、福井県内関係者の皆さんも多数参加されました。基調講演は国土交通省鉄道局財務課長の
室谷正裕氏でしたが、その中で「鉄道を残す。そのために取り組んでいく」という趣旨の発言があったのが

印象的で、参加者は大変心強く感じたと思われます。また、パネルディスカッションの中で、コーディネー

ターの京都大学の中川大 助教授から、「赤字を補填するというのではなく、効果に対して税金を投入すると

いう考え方が必要」という発言がありましたが、福井でも問題視された「赤字」という概念を改める時期に

来ているのではないかと改めて考えさせられました。全体として有意義な会議でした。   （文：清水） 
 
 
 
10月 22～24日 全国路面電車サミット in高知 
11月 4日 まちづくり懇談会オープンセミナー 

「まちなか駐輪場の適正配置と放置

自転車についてⅡ」 
11月 5日 鉄道まちづくり会議交流会参加 
11月 6日 鉄道まちづくり会議 in平田参加 
11月 7日 マイレールⅡ 三段峡サミット参加 
11月 9日 11月運営会議 
11月 14日 ひたち未来シンポジウム参加 
11月 26日 11月例会 

 
 
12月 1日（水）まちづくり懇談会オープンセミナー 

「まちなか駐輪場の適正配置と放置

自転車についてⅢ」 
12月 7日（火）12月運営会議 
12月 11日（土）どうする京都の交通とまちづくり 
                 参加（清水） 
12月 18日（土）臨時総会・ＲＯＢＡ忘年会 
12月随時    まち色めぐりツアー（風流塾共同） 
 

 
 
 

行政経営の時代  徳山日出男  

日経 BP 社 １，９０５円＋税  

ISBN４－８２２２－２０３７－０  
著者の役職、国土交通省道路局企画課道路事業調整官は、道路関係予算すべての配分をとりしきるポス

トであり、 日本の道路行政の実務のすべてを握っている人と言っても過言ではない。行政の評価、ユーザー
主義など、行政のあり方が前半、 道路種別別に行われてきた道路行政が、目標別に変わってきている  
といった話が後半。 日本の道路行政の向かっている方向がよくわかる本であり、道路行政の外の人にはお
すすめである。 個人として書いている本ではあるが、やはり半分行政本であり、 現在の道路行政の方向性
に批判的な記述は見当たらない。  
 ただ、目標達成型行政に変わると、道路行政は総合交通政策を取らざるを得ないはずで あるから、具体
の現場の道路行政が目標管理型になっていず、 道路を作ることに目的を見出しているようであれば、 それ
を批判する武器として利用価値の高い本であろう。                   （美濃部） 
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トップニュース：地方鉄道についての報告―三段峡サミットから 

平成１６年１１月７日、前日の島根県平田市での第１回鉄道まちづくり会議に引き続いて、旧ＪＲ可部線の

沿線、広島県安芸太田町で開催された「三段峡サミット」は、存続運動にもかかわらず鉄道の廃止が決めら

れてしまった地域等の住民代表と、アドバイザーとして学識経験者や鉄道事業者が一堂に会し、日本はこれ

から鉄道をどのように維持し、再生させていくのかというテーマで開催されました。基調講演は京都大学大

学院助教授の中川大先生、コーディネーターは岡将男ＲＡＣＤＡ会長、その他、岡山電気軌道の磯野省吾常

務もアドバイザーとして参加しました。ＲＯＢＡの会からは私が総合司会として参加しました。現状の要因

として浮き彫りになったのは道路と鉄道の圧倒的な予算規模の格差。結果、鉄道の維持・整備に使える財源

が行政にないこと。でも、会議の最後に中川先生が示された、「国の政策が変わろうとしている。長期を見据

えた時、今が頑張りどころ。」というコメントが参加者や観客の心に重く響いたのではないでしょうか。   

※鉄道まちづくり会議編「どうする？ 鉄道の未来―地域を活性化するために」刊行致しました。（文：清水） 

 
 
12月 1日 まちづくり懇談会オープンセミナー 

「まちなか駐輪場の適正配置と

放置自転車についてⅢ」  
12月 7日 12月運営会議  
12月  11日 どうする京都の交通とまちづくり  

（参加・清水）  

12月  11日 乗って残そう貴志川線シンポジウム 

（参加・高橋）  

12月  18日 臨時総会・ＲＯＢＡ忘年会  
 

 
 
1 月  11日（火） １月運営会議  
1 月 19日（水） まちづくり懇談会  

「まちなか駐輪場の適正配置と  
放置自転車についてⅣ」  

1 月  28日（金）  1月例会  
 

 
 

－１－ 

環境リスク学 不安の海の羅針盤 

中西準子 日本評論者 １８００円＋税 

最近、辛口書評が多く、特定の人へのみお奨めすることが多かったゆうじんの部屋であるが、この

本は手放しでお奨めする。私の思想遍歴そのものをたどるような本で、あり、私は大いに共感したし、

異なる価値のバランスに悩む人たちには示唆を受けるところが大いにあると確信する。 

 下水道の大規模化を批判してきた著者が、変節と言われながらも、経済と環境のバランスの基準を 

真剣に考えるようになる過程、それは、さまざまな環境紛争を解決するには、リスク評価しかないと

いう現場に根ざした知恵である。 

 私の大学時代は、ちょうどリスク評価が定着する時期で、例えば橋の強さを決めるとき、橋が破壊

した場合の損失と、破壊する確率を下げるための費用が過大となり、他の価値ある行為に回せる資源

を減らしてしまう損失のバランスから決めるという考え方が常識になってきていた。 

 クルマに依存した都市と、公共交通の充実した都市で、平均損失余命（QOL損失を含む）を比較す

るといった手法でどちらがいいか比較したりできないだろうか。（ちなみに本の中では、県立大の岡

先生の名前も出てきます）                            （美濃部） 
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トップニュース：福井鉄道に岐阜の低床車を導入！？ 

最近の新聞報道にもありましたように、岐阜の低床電車８００形が福井鉄道に導入される可能性が出てきま

した。岐阜の８００形といえば２００１年の福井駅前電車通りトランジットモール社会実験の時に借りてき

たあの低床電車です。しかも導入が計画されているのは２両。他にも岐阜から何編成かの車両導入が検討さ

れています。低床電車が導入されれば、ＲＯＢＡの応援している「スマイルトラム」の実現に一歩近づく可

能性があり、福井の公共交通は画期的な利便性向上に向かって一歩踏み出すことになります。また、福武線

全線のホーム切り下げという課題がありますが、これはこれでサンドームの近くや鯖江市北部の新興住宅街、

武生市北部の新興住宅街等に小さなコストで駅を新設することが可能になるというメリットも出てきます。

さらに、大名町交差点の福井駅前―武生方面短絡線の実現も視野に入り、大きな時間短縮効果も見込めます。 
今年、福武線はＬＲＴに一歩近づくかもしれません。                 （文：清水） 

 
 
1 月  11日 １月運営会議  
1 月  12日 中部運輸局ヒアリング  
1 月 19日 まちづくり懇談会「まちなか駐輪場の適

正配置と放置自転車についてⅣ」  
1 月  22日  「北陸をつなぐ公共交通シンポジウム相

談会」参加  
1 月  23日 幹事会  
1 月  28日 １月例会  

 
 
2 月  7 日（火）２月運営会議  
2 月 1６日（水）まちづくり懇談会「まちなか駐

輪場の適正配置と放置自転車に

ついてⅤ」  
2 月  25日（金）２月例会  
2 月随時    ＬＲＴ部会  
2 月随時    バスマップ部会  

 
 
 
 
 
 
 

－１－ 

どうする？鉄道の未来 
鉄道まちづくり会議・編 緑風出版 

１８００円＋税ＩＳＢＮ４－８４６１－０４１９－２ 
 書評を書くのにこれだけ迷った本は初めてです。一つには、ＲＯＢＡの皆さんが既にたくさん読

んでいるだろうから。そして、主著者のひとりの清水さんの目に確実に触れるのだから。 

 この本は、鉄道まちづくり会議編とはいっても、上岡直見、清水省吾共著という臭いがぷんぷん

していて、ＲＯＢＡの会で議論してきたことそのままなので、理論の限界も何も自分の書いた本の

ようにわかってしまってこそばゆい本でした。清水さんには、日本の公共交通とＲＯＢＡの会の発

展のためにももっと有名になって欲しいのに、著者に名前が出てこないのが残念です。素人にもか

りやすいように丁寧な言葉で書いてあるのですが、それが却って運動本のＱアンドＡによくある「騙

されているような感じ」を受けてしまいます。どこかの政党のパンフレットのように。 

揮発油税を道路以外に使わせないゴリゴリ論者と、鉄道派の公開討論でもやりたくなってきまし

た。私は後者なら立派な論客である自信はあるのですが、前者として論陣を張る自身はありません。

仕事より遊びのほうが好きということですね。ちなみに１１６ページの写真には私も写っていまし

た。                                     （美濃部） 
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